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1. はじめに 
ロックウール（RW）工業会工法委員会の活動の一環と
して「システム天井標準化検討委員会」が実施したクロ

スタイプ及びラインタイプシステム天井の実大部分モデ

ルに対する天井面の静的水平荷重試験を報告する。 
2. 試験体 
１）クロスタイプ試験体 

試験体は平面が 3200×3200、吊りボルトピッチ 1600
×1600、懐深さ 1080とした。ブレース材はＣ40-20-1.6
を V字型に設置し、下部はハンガーに直接接続した。
加力方向はクロスバー方向のみとした。試験は 1ケー
スのみ（試験 No.６）である。 

２）ラインタイプ試験体 

試験は３ケース（試験 No.７，８，９）である。ブレ

ース材は、すべてＣ40-20-1.6 を V 字型に設置した。 

試験 No.７,８は、加力方向が Tバー方向で、平面が

3200（加力方向）×2560、吊りボルトピッチは 1600×

1280、懐深さ 1080 とした。ブレース下部は、試験 No.

７が、ブレース耐用金物に、試験 No.８が補助チャンネ

ルに接続した。 

試験 No.９は、加力方向が Hバー方向で平面が 2560

（加力方向）×3200、吊りボルトピッチ 1280×1600、

懐深さ 1080 とした。ブレース下部は、野縁受けに接続

した。各試験体の写真を写真１、２に示す。 

3. 試験結果 
１）クロスタイプシステム天井の静的水平荷重試験 

 クロスタイプの静的水平荷重試験結果を表１、図１に

示す。最大耐力 2255 N,水平変位 90mm,垂直変位 30mm で

あった。785 N のときにハンガーの角度はほぼ 45°に傾

き、ブレースの延長状態になり（写真３）剛性が徐々に

あがった。水平変位が 90ｍｍを超えたところで油圧ジャ

ッキのストロークが限界となり加力を終了した。この状

態において、ハンガー等の外れや天井板の落下はなか

った。 

表１ 試験 No.6 静的水平荷重試験結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     写真 1 クロスタイプ試験体設置例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    写真２ ラインタイプ試験体設置例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図１ クロスタイプの加力－変位 
 
 
 

変位(mm) 試験

No. 

載荷 

方向 

最大耐力

(N) 水平 垂直 

水平変位 10 ㎜

時耐力（N） 

No.6 Y 2255 90 30 322 
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写真３ 試験 No.6 ブレースビス止めハンガーの倒れ変形 

 

２）ラインタイプシステム天井の静的水平荷重試験 

ラインタイプの静的水平荷重試験結果を図２に示す。

加力方向及びブレース取り付け位置をパラメータとした。    

試験 No.7 と試験 No.8 ではブレース材の固定位置を変

えた。ブレース耐用金物に固定した試験 No.7 は、2350 N 

（水平変位 22mm 垂直変位 1.1mm）で耐力が下がり、さ

らに加力を続けると下部ブレース取付部が 2600 N で破壊

した。(写真４)ブレース下部を補助チャンネルに固定し

た試験 No.8 は、4350 N (水平変位 30mm)で圧縮側ブレー

ス上部金具のボルトが変形した。(写真６)又、3235 N の

とき既に変位計接点部の捩れが発生していた。 

試験 No.9 は、加力方向を Hバー方向に変え、野縁受け

チャンネルにブレースを固定した。加力 3030 N （水平変

位 33mm 垂直変位 6mm)でブレース引張側上部金具が滑っ

て下がり、同時に圧縮側ブレース上部金具が変形した。

（写真６同様）ブレースが接続した野縁受けチャンネル

とＴバーとの接続金具が大きく変形した。(写真７) 

試験 No.7,8,9 の試験結果を表２に示す。 

表２ ラインタイプ静的水平荷重試験結果 

※下段（）内は、垂直変位 （ｍｍ） 

4. まとめ 
クロスタイプ及びラインタイプシステム天井を対象と

して､耐震上の力学的性状を明らかにすることを目的と

して加力方向、ブレース設置方法等をパラメータとし

て静的水平荷重試験を実施し、それぞれの影響を定量的

に測定した。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ラインタイプ加力－変位 

 
 
 
 
 
 
 
写真４ 試験 No.7 試験後ブレース取付部変形 

 
 
 
 
 
 
 
写真５ 試験 No.8 試験後ブレース取付部の変形 

 
 
 
 
 
 
 
写真６ 試験 No.8 圧縮側ブレース 

上部金具ボルトの変形 
 
 
 
 
 
 
 
写真７ 試験 No.9 チャンネル Tバー接続金具の変形 

変位(mm) 試験

No. 

ﾌﾞﾚｰｽ 

接合部 

最大耐

力(N) 水平 垂直 

水平変位 10 ㎜

時耐力（N） 

No.7 
ﾌﾞﾚｰｽ耐

用金物 
2350 22 1.1 

1450 

（0.3）※ 

No.8 補助ﾁｬﾝﾈﾙ 4350 30 － 
1890 

（0.8）※ 

No.9 
野縁受け

ﾁｬﾝﾈﾙ 
3030 33 6 

1235 

（1.4）※ 

0

800

1600

2400

3200

4000

4800

5600

6400

7200

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

変位（ｍｍ）

加
力
（
Ｎ
）

試験No.7 ﾒｲﾝﾊﾞー X方向

固定位置 ﾌﾞﾚｰｽ耐用金具

ﾌﾞﾚｰｽ材 C40×20×1.6

V字

試験No.8 ﾒｲﾝﾊﾞー X方向
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試験No.9 ﾒｲﾝﾊﾞー Y方向

固定位置 野縁受ﾁｬﾝﾈﾙ

ﾌﾞﾚｰｽ材 C40×20×1.6

V字
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